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研究イノベーション学会

COREにおける学術委員会の役割



(1)「研究基盤にかかる学術研究の領域形成と知の集積」
①学術研究の体系化(機器共⽤、⼈材育成、科学社会学、政策研究、イノベーション

研究）
②各⼩委員会の活動において学術的な展開、成果発表を促す
③研究基盤に係る国内外調査を通じた情報整理と集積
(2)「研究基盤にかかる学術交流の推進とネットワーク拡⼤」
・研究イノベーション学会研究基盤分科会との連携
（研究イノベーション学会年次⼤会での企画連携→

〈ホットイシュー〉研究・イノベーション学会第３８回年次学術⼤会
我が国の成⻑を⽀えるイ ノベーション・コモンズ~ 研究環境構築と⼈材育 成 

R６年度に向けた『研究 技術 計画』特集号での企画連携、セミナー等開催連携）
・その他団体、展⽰会等でのアピール（RA協議会における企画）

⾏動計画



研究基盤の可能性 〜現在と未来〜
研究システムへの実装におけるURA

若⼿URA-技術職員
-事務職員のクロストーク 
~研究⽀援の⾼度化に向けて~ 

RA協議会における研究基盤関連セッション





政策研究⼤学院⼤学 教授隅藏 康⼀（研究代表者）

http://scirex.grips.ac.jp/project/coevolution3-1.html参照

http://scirex.grips.ac.jp/project/coevolution3-1.html


個⼈

コミュニティ

研究基盤(環境）

多様な研究

基盤的条件

研究者、技術者(技術職員）

研究の重層構造における最適な研究基盤とは？

Bowker（1994）による不可視化の状態にあるインフラをいわば逆転させ、それらを戦略的に
可視化するインフラストラクチャーの逆転（infrastructural inversion)という概念を想起させる。 


